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　載πは　珊和弭 、躑年度と保肖営会にお LIZI．障窖
幼魁杲育実践の検討を報告してきた。 今何は ．1つ の

まとめとしこ 、我々の研究グル
ープの研空方法論さあ

るザ
ミクロゲ躑 去」につ し匿 ．老の肉容をぎとめ、事

倒鰭 衰報告しZ ．まとめとしたい 。

頃研廃の肉容 ・方法〕

　A 　ミフこ玉介 　とt9＿
　保資着の実騰 を5とに ・｛の肉容を被視的に ・

集団む介柳・割議・再覆現 し匸 ・保費着の自己教貧 ・

自己颱 を促す方法である 。

　日R の保育実籤〜弘 保籠 が気づだず髄 し
rC

　C）る

保艨 を ．実髄 蘇をまとめる：二とにざり　胱 し

ている辜実苞5目らかに し・葎力な自己1硝 の襪会をつ

くることにばる 。 しか し ・実臟 が生きて働くた二め

には ．証塗薯を、自分ひとりの凸の （E玉能 ）とするので

はく、みん越 （菓  ）で 、をの諚録 を討講することに

Si　V ・その実跋内容を深くラ彬rレ 保育着の保賓観 ・

5どE 観を深くとらえ直す擬会とするb のさある 。

　ひとりの記鎌は ．あくま置個人の評緬 、価値で ．保

儀ぎみつ めこいる 。 ある事測のとらえ方汐 纏 観e
　こ敢しか越いというきめっ けむ ．兇τいる駘 が多
い 。

　これに対 し、ミコロ分勧「ぱ ．この独断と偏易を排し

　集団 （グん
一フつ む ，老のi癰鸚己鉉を読みあい 者己

録看の保自観を閤いただすのみで想く．欝論．疹加老

全員の保自観 ・朗屈観を間い直す櫁会とする∂のであ
る。

　B ．ミクロ分耕Ω垈めの実蹲 己鋤
U＞．実蹟記録は、保鮪 の生の感庸を包みこんだ都
　録ガ望ましし），

　臼 ，uの俣裔着としでの悩み．苦しみ ．｝ど8 と．の

取リくみ、他の保蔭蕎とのやりとり、親との交疵な

ど 、生の感顳を出すものガあっ こさい ・

（2）．Eヨn （嚇 の
一
部（ゆ分間〜 30分閻）を獎料と

　 Lて搬 員する．

　：の駘 の9料1［1．日π残している言蘇 を ・あり

のままに ．書き改めることなく提財する方ガきし｝・

後から糞料客出す場合 ．つ 1フ左こして書く場合ガある

ガ，当時のままの方ガよい 。

（3）．igtgる観徽 ・ぱきくはい。

　第三看的 、嬲 己蓮でなく．保酳 と5どb の

ガかめリガ正面に出た｛シのが志い 。 と渉すると、飾
っ て書きたくなるガ，訓論過程の中Z“ ，いっ わりの

部分は ．はげ落らるの乙 、ありのききの記述が望ま

しいの（
・幽ある 。

  訂講賀料用としての量ぱ　134．紙一
枚か ．B5

　弑一枚程度zさい ・

　実搬櫞 と．してぱ ．乙きるだけ詳細にのたる2 と

ガ望ましロガ ．鶴議過程恐は ・をの
一部Z｝よく・一

跨閻灯ら二 時間の彦寸壱締 で
、
あオUぎ．B4 紙の分量

石†分1⊃ある 。

（5）．書く視点ぱ 、研究会の性格 、目的さ 、視点ガ変

　D るが ．視点に こゼ酵りらず、ありのぎきに妻く：

　とが乙きるとよい 。

　を（厂澱「究会の】陛榲 こよL）．書く畜蠶 の視点が，若

干ず鼡る。その鵜点にそ っ Z 、ぎとめら融巌ば、庸

究会として 、言希議しやすいガ．繍 自縢 プ牢ご［まない。

視藍だらはず敢て L）
’
（δ ．ヤ分に欝謗にrJりうる。

C　ミク匸］分耕にふる資料の　団討钁 ＿

G），劃麟参建薦 の相互倍頼ガ基本さある，

　このミつ［コ分耕の方法ガ ．威立する黼 ま．石fry£
ゲノレ プ（集団）肉の各メンバ」 の閻に 衵亙信頼

関係灯
」
）戎立 しZLIる こと乙ある 。

　：二と細かく分稗しτ いく場合に　こ畝らガあ［フ足

とりと理解さ取に駘 には 、感・晴的マサツガ生じ

厨究会ガ版り立たはい ・ 従っ て ・ノ研究会痢部の民主

主義が蔵立しZ こそ 、応果を生み出す方蹟乙ある。

  、原資料に ∂とつく丈章の儲

　  文章を読み合庄）とt．疑閣と1魁う前から 、言巳銅昆

　う兼着に贇閤 しでいくe

　（欝 惹［さ　赱三の碧專間1こ答え「Zし！く 。

　  第耄 （働 奮着）ガ落在する駘 にぱ 客観均

　に整理 し1乙し、く e

　  贇閻だ坦乙 こばくはるきで  贇疑を夐岨ていく．

　をの闘1こ　丈章全体ガ潛きiぎりにされ ．養1料の実

　踟 ）是非ガ験訂ざ 収．鸚 の保育観．幼嬲 ガ

　ve　・

）下げら蝦ていく 。

  をの亂 灘 着にと 。 乙 きわめZ 鉦 麺
毒醜 のイ鋤 ・ガ い くつ 翻講 舗 eの着瞹 ．国
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　鰛しなガら 、老の閤の串楕を整理 し ．空白部分、

　あLlきい部分をうめこ Llく。

　  司会看は．乏の閻の討議状易をふまえ．その過

　程を図式i匕．鞘 巳Lて二し［く。

　  きわめて短特闇の雲瞬i強箍 あっ こδ （［0分閻

　〜30分閻）．を敗をつ めて n くと 、全体の沽動肉

　容を闇い直すことになり、全体の鯉 …を耙握し直
　す機会となりうる。

　  全体の鮭 をっ力
’

み直す中石 ．そのi齪猛録の

　
一蹄瞹 照射され 、老の聞α1呆育看の行動．保脅

　観灯防乞い直され ．新しい反省と自覚ガ生れる 。

　  菓団討議（複数の目）ば 確かば保障さある。

　独断と偏尾を排 し．菓団成興の保育観の洗口直し

　　深1匕とtgる 。

　  髄 しにミフロな繍 が真匯である。

　短い文章を徹底的に ．微細にラ瀬「しっくす訂講か
’

重要さある 。

　　徹底した微績分により、保能 の目．教鹹 法．

　備 導観ガゆさぶら肛 、保喬観の自己変革へとっ

　なガる。

　尿鷆 　　　　一次臓 現　　　二 次再、表現、

　　 a　　　　　　　　侃
’

　　　　　　　 己之
’ノ

巳工1コココ⇒ 皿    丑皿⇒      

D ．記録の爾構成による提出

  討議さ脈忙静分につ Ljて ，再度書き直し 〔第二

　淀）討議資料としZ提出する。

  分量的には ・第一次に比べ ．がなり増加し，き

　め細かLl文章とな りうる ．

  何宝書き，何を落しZ い たか．朗白と悟餌果脅

　着の保角観をゆさぶる，

  実践のミフ囗分耕は　マクロば保脅計画の尾通

　しと耜関する．

E　　墜幼児をとらえるための　法
　ミクロ分薪の方法が、障害塑懸 究に意味をモうつの

は ．わずかな変化 ・発達を可能ばカ
’

ぎり．朏 すこと

ほく耙榁しようとする方法論だ
’

から乙
・
ある 。 こ麻は．

全体の中の
一舒客抽出することにより．全体の傾向を

探 り．微視的変化を探家する方法で
’ある。 r由bgP分に

2sL　［）　，閲題把握に若干の差が冶るガ．基本的に［さ．の

ガばる部分から1う．学ぶことぱ可能乙ある 。 ミク匚ユ分

耕こ老ガ．障害幻据の発達の可能柱を探り．教脅菠法
を発見する最邁な方法の 1つ 乃ある 。

　ミつ口 分木ffにざる皐例分祈の例

　　山口実践の第一回の謎

6Rl3日の寞践記金秉
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